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[1] Rn の Borel 完全加法族とRm の Borel 完全加法族の直積完全加法族はRn+m の
Borel 完全加法族に等しいことを示せ．

[2] (1) f ∈ L1(R) かつ f /∈ L2(R), となる f の例を挙げよ．
(2) f /∈ L1(R) かつ f ∈ L2(R), となる f の例を挙げよ．

[3] f ∈ L1(R) を取る．t1 > t2 > · · · > 0, lim
k→∞

tk = 0 となる数列 {tk}k をうまくと
れば，fk(x) = f(x− tk) とおいたとき，{fk(x)}k がほとんどいたるところ f(x) に収
束することを示せ．

[4] f1, f2, f3, · · · ∈ L1(R) ∩ L2(R) とし，f ∈ L1(R), g ∈ L2(R) に対し，

lim
k→∞

∥fk − f∥1 = lim
k→∞

∥fk − g∥2 = 0

であるとき，ほとんどいたるところ f(x) = g(x) となることを示せ．


